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１ 計画の目的と背景 

 (1) 計画の背景 

国全体として少子高齢化社会が進み、国の総人口は、平成 20年（2008年）をピー

クに減少傾向に転じています。西東京市においては、平成 29 年度（2017 年）年に人

口が 20 万人を超え、人口増加を続けていましたが、今後緩やかに人口減少に転じる

ことが予測されています。（「西東京市人口推計調査報告書」令和４年 11月より） 

令和２年以降、新型コロナウイルス感染症の世界的大流行によって、社会経済活動

や日常生活が大きく制約されるなか、新しい生活様式が求められ、その後 Afterコロ

ナとして、人々のライフスタイルに少なからず影響を与えています。自治体のデジタ

ルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進の取り組みとともに、学校教育において

は、国の GIGAスクール構想による児童・生徒に一人１台のタブレット端末の整備が一

気に進み、西東京市内では全児童・生徒に行き渡りました。 

さらに、インターネット上で人工知能（ＡＩ）を用いた自然な文章を生成する

（ChatGPT）が令和４年（2022年 11月）に公開され、急速に普及してきており、幅広

い分野で活用されるようになっています。 

国の法整備においては、令和元年（2019年）６月に「読書バリアフリー法＝視覚障

害者等の読書環境の整備の推進に関する法律」が成立したことにより、障害の有無に

関わらず、すべての人が読書による文字・活字文化の恩恵を受けられるようにするた

め、様々な障害のある方が、利用しやすい形式で本の内容にアクセスできる社会を目

指すこととなりました。 

 (2) 計画の目的 

西東京市図書館は、継続的に安定した運営を行うために、平成 30年度に「西東京市

図書館計画（平成 31（2019）年度～2023年度）」（以下、「前図書館計画」という。）を

策定し、様々な事業を実施してきました。 

中央図書館の耐震改修、開館時間の延長、西東京市デジタルアーカイブ、西東京市

子ども電子図書館の導入など、利用しやすい図書館を目指し取り組みを進めてきまし

た。 

また、市の最も上位計画である第３次西東京市総合計画（以下「総合計画」という。）

が令和６年度に策定されることから、総合計画の基本理念、策定趣旨に沿いながら、

図書館計画の上位計画である教育基本計画（令和６～10年度）の教育目標、基本方針

及び方向に基づく施策と取組事業に図書館として関わり役割を果たす必要があります。 

令和５年度に現行の前図書館計画が終了となることから、少子高齢社会、高度情報

通信ネットワーク社会など、図書館を取り巻く環境の変化を踏まえ、市民の期待や要

望に的確に応え、知識・情報の拠点として、今後５年間の図書館として取り組むべき

事業を示すため、令和６年度から令和 10年度までを計画期間とする「西東京市図書館

計画」を新たに策定します。 
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２ 計画の位置づけ 

本計画は、「西東京市第３次総合計画」「西東京市教育計画」その他関連する計画を踏

まえ、中長期的な視野に立った望ましい図書館のあり方を含めて、これからの図書館活

動を推進するための計画として位置づけます。 

 

西東京市図書館計画（平成 31（2019）年度～2023年度）の位置づけ 
H21 
年度 

(2009) 

H22 
年度 

(2010) 

H23 
年度 

(2011) 

H24 
年度 

(2012) 

H25 
年度 

(2013) 

H26 
年度 

(2014) 

H27 
年度 

(2015) 

H28 
年度 

(2016) 

H29 
年度 

(2017) 

H30 
年度 

(2018) 

R01 
年度 

(2019) 

R02 
年度 

(2020) 

R03 
年度 

(2021) 

R04 
年度 

(2022) 

R05 
年度 

(2023) 

              
 

             
 

 

               

               

               

 

西東京市図書館計画（令和６（2024）年度～令和 10年度）の位置づけ 
R06 
年度 

(2024) 

R07 
年度 

(2025) 

R08 
年度 

(2026) 

R09 
年度 

(2027) 

R10 
年度 

(2028) 

R11 
年度 

(2029) 

R12 
年度 

(2030) 

R13 
年度 

(2031) 

R14 
年度 

(2032) 

R15 
年度 

(2033) 

R16 
年度 

(2034) 

R17 
年度 

(2035) 

R18 
年度 

(2036) 

R19 
年度 

(2037) 

R20 
年度 

(2038) 

  
 

       
 

    

               

               

               

               

 

３ 計画期間 

計画期間は、令和６年度から令和 10年度までの５年間とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２次総合計画 
（基本構想・基本計画） 

第２次総合計画 
後期基本計画 

教育基本計画 教育基本計画 

図書館基本計画・展望計画 前図書館計画 

子ども読書活動推進計画 子ども読書活動推進計画 子ども読書活動推進･･ 

教育基本計画 

第３次総合計画 
（基本構想・基本計画） 

第３次総合計画 
後期基本計画 

教育基本計画 教育基本計画 教育基本計画 

図書館計画 

子ども読書･･ 子ども読書活動推進計画 

次期図書館計画 次々期図書館計画 

子ども読書活動推進計画 子ども読書活動推進･･ 

第４次総合計画 
（基本構想・基本計画） 



- 3 - 

 

 

 

 

 

前図書館計画（西東京市図書館計画（平成 31（2019）年度～2023 年度））において、

基本方針１から基本方針６までに沿った施策の方向性を示し、それぞれの施策に基づい

た取組を実施してきました。その取組結果による現状について精査することで、本計画

の第５章に示す、基本方針に沿った施策の方向性に示す取組に活かします。 

 

１ 「基本方針１ 資料の収集と保存の充実」の取組  

 

施策の方向性(1) 将来の図書館利用を見据えた資料を収集し保存します 
 

取組① 幅広い分野の資料の体系的な収集 
 

取
組
内
容 

◇図書館は乳幼児から高齢者まですべての市民が利用する施設です。利用者や住
民の要望と地域の状況とを踏まえ、幅広い資料・情報の収集を行い、魅力ある
書架づくりや団体貸出に対応できる児童書の複本の整備などに努めます。 

◇専門的分野の資料も収集します。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

一般書 
魅力ある 
書架づくり 

利用・要求の多い資料の移管及び移設、並びに法律情報、健康医
療、青年期、シニア及びビジネスの各コーナーの整備と資料の充実に
よって、利用者の利用・要求への対応が可能となった。 
また、魅力ある書架づくりとして、中央図書館の雑誌書架及び文庫

書架の新調に伴い、雑誌は、新刊とバックナンバーを同じ書架に置く
ことができ、文庫書架には利用の多い時代小説をまとめたコーナー
を設け、利用者にとって見やすく選びやすい書架づくりを行った。 
他に芝久保図書館の閉架書庫で保存している蔵書のうち、出版年

が経過しても要求が多い「講談社学術文庫」「講談社現代新書」「ブル
ーバックス」を、柳沢図書館の開架（集密書架）に移設しつつ、芝久
保図書館の閉架書庫には、利用状況を精査し、それまで柳沢図書館の
集密書架にあった全集の一部を移設し、利用者が直接手に取り、閲覧
できる書架づくりを行った。 
市の平和事業の一環として、ひばりが丘図書館の原爆小文庫のリ

ニューアルを行った。 

児童書 
利用の多い 
書籍の整備 

利用の多い資料の複冊購入を進め、また、積極的に買い替え資料を
整えた。 
「えほんだいすき」、「で・あ・い２」、「道しるべ２」の発行に合わ

せて、掲載されている資料の書架づくりを行った。 

 

取
組
内
容 

◇弱視の方や高齢の方に読みやすい大活字本を積極的に収集します。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

大活字本の 
充実 

利用が多い資料の複本購入を進め、新たに児童向けやノンフィク
ションの資料を購入することで、書架の内容を充実させた。 
中央図書館とひばりが丘図書館、保谷駅前図書館と谷戸図書館、芝

久保図書館と柳沢図書館、それぞれの資料を入れ替えることにより、
利用者にとって、利用する館の書架にある資料が目新しくなるよう
取り組んだ。 

 

 

 

第２章 前図書館計画における取組について 
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取
組
内
容 

◇墨字を読むことが困難な方のために、デイジー図書や点字図書等を収集・提供し
ます。利用者の求めに応じて自館でそれらを作製し提供します。 

令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

デイジー図書及び点字図書について、収集（リクエストに応じた自館作成、デイ
ジー図書の新規タイトル購入、点訳雑誌の継続購入）・提供したことで、所蔵タイト
ルの充実・利用数の増加につながった。 

 

取組② 資料保存のあり方の検討 
 

取
組
内
容 

◇将来の図書館利用を見据えた資料保存の整備を進めます。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

官公庁刊行物 
等の保存 

官公庁刊行物等の保存年限と保存部数を再検討し、必要な資料が
確実に提供できる環境を整備した。 

一般図書の 
保存 

各館の書庫や高所書架等で保存をしていた全集、新書、文庫及びノ
ベルスを精査しつつ、各課の所蔵部数を調整しつつ、所蔵館の割り振
り等を調整したことにより、基本書や全集を保存するだけでなく、利
用の多い資料は利用者が直接手に取りやすいように全館の書架に整
理され、さらに新たな資料を購入するスペースを確保することがで
きた。 

レファレンス
資料の保存 

各館のレファレンス資料について、資料の配置を調整しつつ、所蔵
館の見直しを行った。 

 

取
組
内
容 

◇地域性を生かした地域館の分担保存を進めます。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

児童図書分担 
保存 

谷戸図書館及び芝久保図書館の書庫をそれぞれ、読み物、絵本、及
びノンフィクション資料の保存館として、今後の資料保存が円滑に
進められるよう整備した。 

音訳資料等の 
保存 

利用者が音訳資料を使う機器やカセットテープの媒体としての劣
化を考慮し、デイジー版とカセット版の重複するタイトルは、デイジ
ー版のみの保存とし、保存棚の確保につなげた。 

 
 
施策の方向性(2) 様々な形態の資料についての整備を進めます 

 
取組① オンラインデータベースの検討 

 

取
組
内
容 

◇利用者ニーズも踏まえながら、商用オンラインデータベースの種類の検討を行
い、また一般公開されている無料オンラインデータベース情報の調査を行い、利
用者への情報提供をします。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

データベース 
の活用 

法律に関する有料データベースの導入に向け各社情報を比較検討
し、令和４年７月から、中央図書館のデータベース専用席にてインタ
ーネットを介した法情報総合データベース「D1-Law」を導入したこと
により、現行法令だけでなく過去の法令や判例の検索、横断的な検索
が可能になり、利用者が専門知識や用語を用いずに必要な情報にア
クセスできるようになった 
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取組② 電子書籍等の検討 
 

取
組
内
容 

◇電子書籍は、保存スペースが不要であり、来館せずに利用ができるなどの利点は
あります。反面、図書館で提供可能な種類が少ない、割高、長期保存に問題があ
るなどの課題もあることから導入の可能性について調査・研究します。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

電子書籍 
の検討 

電子書籍について、公立図書館向け電子書籍サービスの実績があ
る会社のうち、２社のサービスを調査するとともに、電子書籍を導入
している都内自治体への実態調査を行い、西東京市図書館での実施
に向けた取り組み材料、情報等を集めた。 
 令和５年７月から電子書籍の貸出し・予約等ができる「西東京市

子ども電子図書館サービス」を開始した。 

 

取
組
内
容 

文字の理解が難しい人へのサービスとしてマルチメディアデイジー図書※のさら
なる活用を進めます。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

マルチメディア 

デイジー図書 

活用 

新規タイトル購入や目録を作成し、市内所蔵資料を充実させ、令和
３年度の館内巡回展示、令和４・５年度のまちなか先生内での紹介に
より、資料を広く周知し、活用につなげるきっかけ作りとなった。 

 ※マルチメディアデイジー図書： 

 

 

２ 「基本方針２ すべての市民に活用されるために」の取組  

 

施策の方向性(1) 誰もが学べる環境の整備を進めます 
 
取組① 図書館利用が困難な市民に向けたサービスの実施 

 

取
組
内
容 

◇図書館に来館できない市民に対して、職員と宅配協力員による宅配サービスの充  
実に努めます。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

宅配サービス 
の充実 

各広報（図書館ホームページ、館内ポスター・チラシ、社協だより、
はなバス広告）で周知を図ったことで、利用者からの問い合わせが増
え、宅配回数として、令和元年度から４年度までの平均は、過去５年
間（平成 26年度から平成 30年度まで）に比して８割増加した。 

 

取
組
内
容 

◇著作権法の改正によってデイジー図書の利用制限が緩和されることに伴い、利用
の拡大を図ります。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

デイジー図書 
の利用拡大 

関連部署の窓口にラックを設置し、ハンディキャップサービスの
利用案内やデイジー図書目録（簡易版）を置き、「デイジー図書」の
広報・周知に努めた。 
利用者からのリクエストに伴う、デイジー図書の自館作成・相互貸

借による対応について、継続した取り組みにより、恒常的なデイジー
図書の利用につながった。 
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取
組
内
容 

◇高齢者、介護者等の施設や団体との連携・協力によるサービスを実施し、読書支
援に取り組みます。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

読書支援 

利用がなくなり読書支援が滞っていた市内高齢者施設５施設に対
して、令和元年度、施設に入居者の読書支援に関する要望を電話にて
聞きとり調した結果、１団体が新規登録し、団体配送による読書支援
を継続して利用するようになった。従前利用団体と合わせ３団体が
利用できる状況となった。 

 
取組② 多文化理解のためのサービスの実施 

 

取
組
内
容 

◇日本語以外の言語を母語とする人へ、様々な言語で書かれた資料や、地域のこと
がわかる情報などを収集します。特に居住割合の高いアジア圏を中心とした外国
語資料・情報の提供に努めます。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

資料・情報 
の収集提供 

実用書や人気のある小説等について、中国語で書かれたものを 136
冊、韓国語で書かれたものを 74冊購入したほか、リクエストのあっ
た英語以外として、英語、フランス語などの図書を受け入れた。今後
もニーズを把握しながら資料収集に努める。 

 

取
組
内
容 

◇外国語によるおはなし会を継続して開催します。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

おはなし会 

不定期（年２回程度）開催であった「おはなし会」は、コロナ禍に
伴い１か月に２回程度の開催、少人数申込制へと変更したものの、コ
ロナ禍以後の令和５年度からは、年４回（予定）で季節ごとに、「お
はなし会」の拡大版として、開催時間を大幅に増やし、内容も読み聞
かせに加えて、手遊びや工作などを含めた内容で実施する。 
コロナ禍に伴う縮小形態での開催変更による参加希望の減少がな

かったことから、今後も拡大版を含めて継続して実施に取り組む必
要がある。 

 

取
組
内
容 

 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

きっかけ 
づくり 

市内12教室ある日本語ボランティア教室のスタッフへ定期的にア
ンケートとして、日本語以外の言語を母語とする方への指導する上
での必要な資料・情報などを調査し、図書館へのニーズを把握しつ
つ、事業を計画・立案した。 
多言語・多文化に興味が湧くような企画講座・展示として、オンラ

イン講座「絵本で楽しむ英語の世界」と英語絵本の展示や「西東京市
でアイヌ文化を知る講座」と関連資料の展示等を実施した。 
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取組③ 利用しやすい環境づくり 

 

取
組
内
容 

◇ピクトグラム（絵文字）によるサインや様々な言語による館内表示を作成するな
どの見直しを行い、外国人にも利用しやすい環境づくりを進めます。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

サインの設置 

図書館ホームページに多文化コーナー、やさしい日本語コーナー
を開設し、やさしい日本語で中央図書館を紹介する動画を公開する
等、外国人が利用しやすい環境づくりに取り組んだ。 
今後、市民の方々が利用する上で有効な方法・工夫を検討するとと

もに、外国人も含めたサインの在り方について、調査・研究に取り組
む必要がある。 

 

取
組
内
容 

◇視聴覚資料の貸出点数の増加について見直します。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

貸出点数 
の検討 

音楽等の録音資料である CD（コンパクトディスク）という形態の
販売・流通等が縮小していく可能性があり、また各館における録音資
料のための書架スペース増が見込めないことから、現時点では貸出
点数は変更しない。 
今後、図書館で提供する録音資料として、他形態の市場動向や、図

書館利用に関するアンケート結果を踏まえた調査・検討に取り組む
必要がある。 

 

取
組
内
容 

◇現行の開館時間について、利用状況を把握、分析し費用対効果の視点を持って検
討をします。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

開館時間 
の検討 

令和元年７月に図書館協議会に『西東京市図書館の開館時間の拡
大』について諮問し、令和２年 11 月に答申があり、令和４年 10 月
から令和５年３月まで中央図書館にて試行として、館内整理日の第
３金曜日を除く金曜日、第３金曜日の翌日及び翌々日の土曜日、日曜
日の開館時間を午前 10時から午前９時に変更し開館し、利用状況等
の分析を行った。 
 令和５年４月１日から中央図書館の開館時間を午前９時とする運
営に変更し、市民の利用環境向上に寄与した。 
芝久保、谷戸図書館の祝日開館については、人員増や管理運営に伴

う経常経費増に対する効果が薄く、見送りとした。保谷駅前、柳沢及
びひばりが丘図書館への開館時間拡大については、将来的な検討課
題とした。 
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施策の方向性(2) 市民の生活課題、地域課題に向けた取組みを進めます 
 
取組① 課題解決に向けた取組み 

 

取
組
内
容 

◇ビジネス支援、シニア支援、青年期支援、健康･医療情報、法律情報、英語多読等、
様々な課題解決の支援のため現在設置しているテーマ別コーナーについて、定期
的に書架構成の見直しを行い、地域性を考慮した最新情報の提供に努めます。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

コーナー 
の見直し 

保谷駅前図書館のビジネス支援コーナー、柳沢図書館のシニアコ
ーナーの分類と蔵書構成を見直し、現在の社会情勢等に合わせたコ
ーナーづくりを行うことができた。特に、シニアコーナーについて
は、高齢者支援課の協力のもと、令和２年度にシニアボランティアへ
のアンケートを実施し、シニアコーナーづくりの参考にした。また、
産業振興課や高齢者支援課と連携し、しおりの配布などを行い、図書
館外での周知等にも努めた。 

 

取
組
内
容 

◇育児支援、介護支援など新たなテーマに沿って取り組みます。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

新たなテーマ
の取組み 

令和２年度に新型コロナウイルス感染症拡大に伴う対策で図書館
利用に制限が生じた際、図書館ホームページにて電子書籍サイトの
案内やコロナ関連情報の発信、「本束」（お勧めの本のセット貸）を企
画し、館内滞在時間を短縮しながらも本を選ぶ楽しみを提供するこ
とで、利用者への資料と情報の提供に努めた。 

 
取組② 学習機会を提供するための講演会・講座の実施 

 

取
組
内
容 

◇利用者の自主的な学びを支援するための講演会・講座を継続して実施します。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

講座・講演会
の実施 

令和元年度は、法テラス「高齢者の消費者トラブル」、「成年後見と
家族信託」、キャンサーリボンズ「知って、そなえて、病気のこと」、
令和２年度は、コロナ禍により未実施、令和３年度は、「データを正
しく読むための「データリテラシー」入門」（オンライン実施）、令和
４年度は、「どう読む？新聞 読み方のススメ ～SNS 時代にあえて
読む３つの理由～」（オンライン実施）、「大人が知っておきたい情報
リテラシー ネット情報の海に溺れない学び方・学ばせ方」、令和５
年度は、「ミニ自分史講座」、「ネット情報におぼれない学び方」を実
施した。 

縁（ゆかり）
人材の活用 
した企画 

市内在住者を講師としつつ、地域をテーマとして、令和元年度「西
東京市ゆかりの文化人 尾崎秀樹の業績」、令和２年度「文学からみ
た感染症」を実施し、地域の歴史を学ぶ子供向け講座として、令和４
年度「二つの流れのはざまに―下田半兵衛と武蔵野の人々―」、令和
５年度「とびだせ 田無・保谷の村－江戸時代の生活とつながる人々
－」を開催し、５年間を通して幅広い年齢層を対象としながら、身近
な地域に親近感を持ち、興味や関心が湧くよう講座・講演会を実施し
た。 
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取
組
内
容 

◇利用者主体の参加型イベントの実施機会を増やし、積極的に進めます。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

イベント 
の検討、実施 

コロナ禍等によりイベント実施できず取り組み無し。 

 

取
組
内
容 

◇資料やインターネット情報の活用の促進を図るため、定期的にレファレンス講座
や講習会を実施し、利用者の調査・研究を支援します。 

実施事業 年度 取組み内容 

所蔵資料や 
インターネット
情報の活用 

の促進 

令和 
元年度 

中央図書館、保谷駅前図書館、柳沢図書館、ひばりが丘図書館に

て、❶データベース紹介展示「夏休みの宿題に！目指せ★調べ方マ

スター！～信用できる情報の集め方～」、ひばりが丘図書館にて、

❷国立国会図書館デジタルコレクション使い方講座「図書館で見る

聴く なつかしのオリンピック」、❸ショートセミナー（15分程度

で申込不要の気軽に参加できるデータベース講座）「夏休みの宿題

に！データベース使い方講座」2回、❹ショートセミナー「国立国

会図書館デジタルコレクション」２回 

令和 
３年度 

❶講演会「データを正しく読むための「データリテラシー」入門」

（オンライン実施）※再掲 

令和 
４年度 

中央図書館にて、❶データベース講習会「経済情報を見る・調べ

る～経済情報データベース日経テレコンの使い方～」、中央図書館

にて、❷データベース活用イベント「自由研究応援企画『自分だけ

の誕生日新聞をつくろう』」、中央図書館にて、❸データベース活用

イベント「新聞データベース活用企画『あなたの思い出新聞』」、芝

久保小学校、スキップ保谷にて、❹まちなか先生「新聞をつかって

調べてみよう」 

令和 
５年度 

田無公民館にて、❶データベース活用講座講座「ミニ自分史講座 

一枚の写真からあの頃をふりかえってみよう」、中央図書館にて、

❷データベース活用イベント「自由研究応援企画『自分だけの誕生

日新聞をつくろう』」、柳沢小学校、保谷小学校、芝久保小学校にて、

❸まちなか先生「新聞をつかって調べてみよう」、全館にて、❹レ

ファレンス資料展示「植物 牧野富太郎と開く植物図鑑」 

 
 
施策の方向性(3) 資料と情報の積極的な提供と活用を図ります 

 
取組① 調査・研究活動を支えるレファレンス環境の整備 

 

取
組
内
容 

◇オンラインデータベースの提供方法を再検討し、周知に努め有効活用につなげま
す。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

オンライン 
データベース

の活用 

信頼性の高いデータベースの情報をプリントアウトするサービス
運用に向けて調査、検討し、併せて西東京市図書館複写サービス取扱
い要綱を見直しつつ、一部改正し、運用開始の準備に取り組み、前取
組内容「環境整備」のとおり、令和４年７月から、中央図書館のデー
タベース専用席にてプリントアウトが可能となった。また、国立国会
図書館デジタルアーカイブの情報についても、プリンタアウト可能
となり、オンラインデータベースの活用を広げる取組みにより、利用
者がより充実した調査・研究を行える環境となった。 

 



- 10 - 

 

取
組
内
容 

◇迅速で信頼性の高い調査回答を行うために、自館で作成したレファレンス記録の
データの共有化を図ります。また、他機関との連携、協力を進めます。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

迅速な 
調査・回答 

全館のレファレンス内容を記録・集計し、図書館職員及び専門員に
「レファレンスだより」としてレファレンス記録を共有し、レファレ
ンス能力の向上に寄与するよう取り組んだ。 
担当職員による、全館専門員向けの研修として、自館で作成したレ

ファレンス記録と国立国会図書館サイトにあるレファレンス協同デ
ータベースを用いて、専門員の資質向上に取り組み、実際のレファレ
ンス対応時において迅速な回答につなげた。 

 

取
組
内
容 

◇調査・研究活動を支えるレファレンス情報を積極的に発信します。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

情報の発信 

図書館ホームページ「レファレンス事例の紹介」を更新し、国立国
会図書館サイトにあるレファレンス協同データベースを活用した事
例公開を行った。 
『図書館にまいこんだこどもの大質問-司書さんもびっくり！-』

（こどもの大質問編集部／青春出版社／2022年 12月出版）にて西東
京市図書館の事例が掲載され、同情報を「図書館だより」、西東京市
Twitter、LINEにて広報・周知した。 

 
取組② 他機関との連携による情報の共有化と公開 

 

取
組
内
容 

◇国立国会図書館レファレンス協同データベースを活用し、レファレンス記録情報
の公開と共有化を進めます。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

データベース 
の公開と活用 

レファレンス協同データベースへの記録情報を登録し、つぎのと
おり公開を進めた。 
※自館参照：西東京市図書館のみアクセス可能な情報 
一般公開：全国の公立図書館がアクセス可能な情報 

令和元年度 自館参照：210 一般公開：49 

令和２年度 自館参照：172 一般公開：23 

令和３年度 自館参照：128 一般公開： 0 

令和４年度 自館参照：209 一般公開：42 

令和５年度 自館参照： 52 一般公開： 0（～令和５年 10月末現在） 

 

取
組
内
容 

◇国立国会図書館障害者等用データ送信サービスに参加し、西東京市図書館が作製 
したデイジー図書を積極的に提供し、資料の活用を進めます。 

令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

国立国会図書館障害者等用データに登録・利用可能とした自館作製デイジーにつ
いては、令和元年度から令和４年度まで平均年間約 61 タイトル、計 305 タイトル
を提供し、全国の公共図書館において、同期間の年間平均として、約 9,451回の利
用があり、資料の活用につながった。 
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施策の方向性(4) 効果的な広報に取組みます 
 
取組① 利用者に届く積極的な広報 

 

取
組
内
容 

◇「図書館だより」をはじめとする刊行物や情報紙を発行します。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

広報紙、 
情報紙の発行 

「図書館だより」を毎年度４回発行、「ちらっと」（成人向け書籍案
内情報紙）を２か月に１回発行、「ドキドキわくわく あたらしい本」
（児童向け新刊案内）及び「ドキドキわくわく１ねんせい」（小学２
年生向けの図書館と本の紹介）を毎年度１回発行、「CATCH」（中高生
向けの市民参加型冊子）を毎年度３回発行、「すいせん図書」として
小学生向けと中学生向けの推薦図書案内をそれぞれ毎年度１回発行
し、併せて図書館ホームページで閲覧できるよう掲載した。 

 

取
組
内
容 

◇図書館ホームページの充実を図り、図書館の活動や事業に関する情報を利用者に
広く提供します。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

ホームページ 
の更新 

令和元年度の図書館管理システム更新に合わせて、図書館ホーム
ページの構成を見直し、利用者が見やすく、分かりやすい情報発信に
取り組んだ。 
コロナ禍に関する書籍紹介、感染症関連情報のリンク集作成によ

る情報発信、また、各種サービスコンテンツの充実としてシニアコー
ナーリニューアル、原爆小文庫の掲載ページを設置するほか、イベン
ト情報と報告の情報発信として、まちなか先生報告、調べものコンク
ール報告、展示情報と資料リストの提供などに加えて、図書館の事業
やイベントに関連する行政他部署の情報発信（原爆小文庫ページ内
における市の平和事業の紹介等）など図書館ホームページによる周
知に取り組んだ。 

 

取
組
内
容 

◇広報活動の拡充を図るため、学校、行政、商工団体、市民団体等と積極的な連携・
協力を進めます。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

広報の拡充 

多文化イベントについて、多文化共生センター・日本語教室と連携
を進め、恒常的に情報発信を行えるようになった。 
保谷駅前図書館ビジネスコーナーの広報として、しおりを作成し、

産業振興課との連携により、商工会議所、OK西東京、リップル東京、
西東京市ハンサム・ママ主催の講座で配布した。 
西東京市ハンサム・ママのホームページに図書館ビジネス情報の

ページバナーリンクを作成した。 
高齢者支援課との連携として、柳沢図書館のシニアコーナーにて、

高齢者支援課事業に関連する資料展示、広報に取り組んだ。 
10 代向けイベント（ヤングアダルト向けの講座等）について、公

立の小中学校だけでなく、私立中学校・高等学校、市内大学に協力を
仰ぎ、情報発信に取り組んだ。 
同様にその他、広報の連携・協力相手先として、市行政部局、武蔵

野大学（広報課、日本文化学科、国際交流課）、吉祥寺外国語学校、
市内日本語教室、コール田無、市民共同推進センターゆめこらぼ、西
東京市南町スポーツ・文化交流センター（きらっと）に協力を仰ぎ、
関連する事業・イベントの周知について取り組んだ。 
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取組② 多様な媒体を活用した広報活動 
 

取
組
内
容 

◇活用可能な情報発信媒体を、その特性を活かし、ターゲットを明確に戦略的な情
報発信を行います。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

媒体の検討 

イベントの周知やサービス周知の際に、対象者に応じて各種媒体
（図書館ホームページ、市の SNS、行政広報誌、各種団体、地元メデ
ィア（ひばりタイムス、FM西東京、タウン通信等）、マスメディア等）
を使い分けて情報発信を行った。 
例として、宅配サービスの周知を西東京市社会福祉協議会の社協

だよりに掲載、はなバス広告に掲示のほか、地域・行政資料室のイベ
ント周知について、タウン通信、FM 西東京を活用するなど情報発信
元の特性に合わせた周知に努めた。 

 
取組③ 広報機能体制の強化 

 

取
組
内
容 

◇市民に役立つ図書館を目指し、広報・広聴活動のあり方について、先進事例に学
ぶなど、多角的な検証と見直しを実施します。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

活動のあり方 

図書館ホームページのリニューアル後（令和２年度）に使い勝手な
ど利用者にアンケートを実施し、ホームページの構成見直し、案内の
表示方法や、表現などの工夫に取り入れた。 
また、図書館アンケートの結果を受け、広報活動の効果と方針につ

いて見直しをおこなった。 

 

 

３ 「基本方針３ 西東京市の文化・歴史を次世代に継承する」の取組  

 

施策の方向性(1) 西東京市に関する資料と情報を収集し保存します 

 

取組① 西東京市を中心とした地域を知るための資料の充実と活用促進 
 

取
組
内
容 

◇西東京市･多摩地域･東京都･隣接自治体を含めた地域を知るための資料を継続し
て収集します。 

令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

地域に関する資料や行政資料、縁（ゆかり）の人物に関する資料の積極的な収集
を継続するとともに、当該資料の図書館管理システムへの書誌データ登録時に独自
情報を追記するなどに加えて、令和３年度の中央図書館・田無公民館耐震補強等改
修工事における地域・行政資料室のレイアウト変更（以下、「地域・行政資料室リニ
ューアル」）に伴う書架構成の見直し行い、提供につなげるための工夫に取り組ん
だ。 
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取
組
内
容 

◇西東京市域を含む各種地図あるいはその情報を利用しやすいように整備します。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

地図資料 
の整備 

西東京市域を含む各種地図の装備、収納方法を検討しつつ、令和４
年度からは地域・行政資料室リニューアルにより、利用者や職員に分
かりやすい地図書架を構築した。 
地図資料は、用途や大きさなど形態が様々で、地図ごとに表示方法

や見方が異なり複雑であることから、利用者の要求に的確に応える
ため、職員の知識・能力を一層向上する必要がある。また、利用者か
らの要求のうち、所蔵している地図以外については、国土地理院のイ
ンターネットサイトで閲覧できる地図データの活用などを案内でき
るよう、職員の研究・調査による能力向上が重要である。 

 

取
組
内
容 

◇市民や活動団体等の発行物や情報を継続して収集します。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

市民等 
の発行物 

市民や活動団体等の発行物は、適宜、発行状況を確認しつつ、情報
の収集・整理を継続した。発行元である市民や団体の方に収集の意義
を理解していただくとともに、収集を継続していく責務を果たす必
要がある。 

 

取
組
内
容 

◇自館での電子データの作成を行う環境の整備を進めます。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

作業環境 
の整備 

地域・行政資料室リニューアルによる作業スペース拡大を予定し、
スキャナーの設置による新聞記事以外の新聞折り込み広告など、大
判資料の電子化を業務に組み込むことを検討していたが、作業スペ
ースを取ることができなかったことと、対象資料が減少傾向にある
こと等を踏まえ、見直すこととした。 

 

取組② 地域・行政資料室の機能の充実 
 

取
組
内
容 

◇入手した西東京市に関する全ての資料と近隣地域を含む調査に役立つ資料を中
心に所蔵し、永続的に活用できる環境の整備を進めます。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

活用のための
整備 

貴重資料の原本や複本等を電子化しつつ、当該資料を継続して外

部書庫に保管していくため、保管冊数を増やすなど、環境整備に努め

た。 
電子化した資料は、図書館ホームページ上での公開、図書館内での

閲覧、複製資料での提供などを実施している。 
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取
組
内
容 

◇全館の地域・行政資料の収集・整理や、地域に関するレファレンスを含むサービ
ス全般のバックアップを継続して担います。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

体制の強化 

中央図書館の地域・行政資料室で常に安定したサービスが提供で

きるよう、専任職員を継続して配置した。 

各地域館においては、地域・行政資料を置く書架が少ないながら、

地域性に合わせた資料の配置となるよう随時入替、見直しを行った。 
図書館管理システムにおける書誌データに地域・行政資料として

の内容細目や検索件名等を登録しつつ、レファレンス記録を同シス
テムへの反映を継続することで、地域・行政資料の担当職員以外の職
員や地域館の職員が同システムによる内容を元にレファレンスに対
応できるよう努めた。 

 

施策の方向性(2) 西東京市に関する資料と情報を活用し発信します 
 
取組① 西東京市に縁（ゆかり）のある人物情報の収集と活用 

 

取
組
内
容 

◇西東京市に縁のある人物の著作やその人物に関する情報を収集します。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

関連情報 

縁（ゆかり）の人物に関する資料の積極的な収集を継続する中で、
図書館ホームページ「西東京市 縁（ゆかり）の方の紹介」の情報を
随時更新し、講演会の際には関連資料の紹介など積極的な発信にも
努め、参加者の興味・関心を広げた。 

 

取
組
内
容 

◇収集した情報をデータベース化し利用に役立てます。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

データベース
化 

縁（ゆかり）の人物に関する資料の活用を促すため、中央図書館の

開架では専用コーナーに置く図書を入れ替えた。また、図書館ホーム

ページの縁（ゆかり）コーナーに対象者とその詳細を随時追記する掲

載により、一定の情報発信ができている。 
縁（ゆかり）の対象になる可能性がある人物の情報を収集する作業

において、その情報を随時管理していく必要があるため、情報のデー
タ化、並びに簡易データベースによるシステム管理が必要であるも
のの、現時点においても紙カードによる管理にて対応している。紙カ
ードによる管理を継続しつつ、将来的にデータ化による管理が行え
るようシステム構築を目指し、さらなる人物紹介につなげる必要が
ある。 
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取組② 電子化資料の活用促進 
 

取
組
内
容 

◇市史編纂資料、写真等資料ごとに、最適な形式を検討し積極的に公開を進めます。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

公開の促進 

外部プラットフォームを活用して「西東京市図書館／西東京デジ

タルアーカイブ」を開設し、旧田無と旧保谷の市史、古地図や古文書

及び創作紙芝居の電子化資料を公開し、来館によらない閲覧が可能

となり、資料の活用拡大につながった。また、電子化した資料は、図

書館ホームページ上での公開のほか、図書館内での閲覧、複製資料で

の提供なども実施している。 
今後は、「西東京市図書館／西東京デジタルアーカイブ」の更新あ

るいは、図書館ホームページの活用について効果的な公開を検討し
ていく必要がある。 

 

取
組
内
容 

◇公開した電子化資料について、積極的な活用を進めます。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

利用の拡大 

図書館ホームページや図書館だより、チラシ配布等で情報を発信

するとともに、講演会の際に周知するなど、情報発信に努めた。 
「西東京市図書館／西東京デジタルアーカイブ」で公開している

データの公開以外の活用について、利用拡大につながる周知方法や
関連する情報の付加などが必要であるものの、データ化している資
料及び今後データ化される資料への深い理解、より効果的な活用を
検討・構築する専任職員の能力向上が必須であり、将来的な課題であ
る。 

 

 

４ 「基本方針４ 未来を担う子どもの読書活動の支援」の取組 

 

施策の方向性(1) いつでもどこでも子どもが本に出会える場づくりを進めます 
 
取組① 魅力ある書架づくりと提供方法の工夫 

 

取
組
内
容 

◇未来ある子どもたちに読書の喜び、物事を調べることの楽しさを知ってもらえる
ように、また、知識・感性・情緒の育成を促し、様々な興味に応えられる資料収
集し、新鮮で魅力ある書架づくりを行います。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

魅力ある 
書架づくり 

令和３年度に、おすすめ絵本リスト「えほんだいすき」に掲載した
絵本のコーナーを全館に設置した。 

 

取
組
内
容 

◇子どもの年齢に合わせて興味を引くテーマ展示や特別展示を継続的に実施し、読
書のきっかけを作ります。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

きっかけ 
づくり 

令和２年度のコロナ禍に「絵本のおたのしみ袋」を企画し、全館で実
施した以降、継続して実施している。また、令和４年度に発行した
「で・あ・い 2－小学生の本のリスト－」、「道しるべ 2－中学生の
本のリスト－」に掲載した本を全館で展示し、読書のきっかけとなる
よう取り組んだ。 
令和５年度は、小学生を対象にした「おたのしみ袋」（仮）を企画

し全館で実施した。（予定） 
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取組② 市民、関係団体、関係機関との連携・支援 

 

取
組
内
容 

◇おはなし会の充実を図るため、おはなし会ボランティアの育成をします。読み聞
かせ技術の向上を目指し、研修会、講座を実施するとともに、活動に必要な情報
を提供します。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

おはなし会 
ボランティア

の育成 

新たにおはなし会ボランティアの５期生を養成し、また、フォロー
アップ講座の実施により、おはなし会ボランティアの資質及び技術
向上を行った。 

令和元年度 おはなし会ボランティア養成講座（５期生・初級） 

令和３年度 
おはなし会ボランティアフォローアップ講座 
（２回連続講座） 

令和４年度 おはなし会ボランティア中級講座（５期生) 

令和５年度 
おはなし会ボランティアフォローアップ講座（１～５期
生) 

 

取
組
内
容 

◇団体貸出をはじめ、子どもの読書活動に関わる市民、関係団体、関係機関の読書
環境の整備を支援する取組みを進めます。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

おすすめ本 
セットの利用

促進 

新型コロナウイルス感染症拡大に伴い来館による選書が難しい状
況のなか、30 冊１セットの図書館職員が選書した「すいせん図書パ
ック」の活用が伸びた。 
令和５年度に「いいね！西東京市図書館おすすめ（セレクト）本」

について、貸出増加に対応するため、新たなセット内容の見直しを実
施した。 

 

施策の方向性(2) 子どもの成長に沿った取組みを進めます 
 
取組① 乳幼児と保護者の読書活動の推進 

 

取
組
内
容 

◇絵本の紹介や読み聞かせの実演など、絵本に関する講座を実施します。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

講座の実施 

令和元年度から３年度まで「赤ちゃんと楽しむ絵本講座」など、新
型コロナウイルス感染症拡大防止の対応のため、開催を取りやめた。 
令和４、５年度「おひざのうえでよみきかせ♪～乳幼児保護者向け

絵本講座～」（全２回）を実施した。 
コロナ禍による延期を経て、家庭でも読み聞かせを楽しんでもら

うため、乳幼児を持つ保護者等を対象に、読み聞かせや手あそびの実
演を交えながら、絵本の読み聞かせ方法や年齢別の絵本の選び方に
ついて講座を実施した。 
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取
組
内
容 

◇絵本と子育て事業（ブックスタート）を継続して実施し、子どもと保護者の読書
活動を支援します。事業内容は、定期的に現状を検証して見直しを図ります。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

おはなし会 
ボランティア

の育成 

令和２年度から新型コロナウイルス感染症拡大防止の対応中は、
絵本プレゼントを郵送・図書館窓口配布に切り替えて対応した。令和
５年度は、郵送・窓口配布の継続と共に、保育園及び児童館での直接
の絵本プレゼント・読み聞かせの実演を実施した。 
３～４ヶ月児健康診査会場での絵本プレゼント・読み聞かせにつ

いては、再度の実施に向けて、健診の所管課と調整する必要があるも
のの、健診会場の衛生管理上、開催が可能であるのか、健診を担う医
師等の判断によるため、今後の開催は未定である。 

令和元年度 

３～４ヶ月児：参加人数 1,378人 
（健診会場で 26回実施、うち 1回健康課より配布） 
３歳児：参加人数 136人 
（健診会場で 26回実施、うち２回案内のみ） 

令和２年度 
３～４ヶ月児：配布人数 1,179人 
（令和２年７月 1 日から窓口配布、12 月２日から郵送
開始） 

令和３年度 ３～４ヶ月児：配布人数 1,287人 

令和４年度 
３～４ヶ月児：配布人数 1,132人 
３歳児：参加人数６人 
（柳沢・ひばりが丘図書館で５回実施） 

令和５年度 ３～４ヶ月児：配布人数  352人（令和５年８月末現在） 

 

取
組
内
容 

◇一日図書館員をはじめ、バックヤードを体験できるイベントなど参加型行事を実

施し、図書館利用のきっかけ作りを進めます。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

参加型行事 

の実施 

下記のとおり、参加した。 

令和元年度 
一日図書館員：小学生 57人 

職場体験：小学生 116人、中学生 84人 

施設見学：小学校 12校 1,176人 

令和２年度 
一日図書館員、職場体験中止 

令和２年度施設見学：小学校３校 33人 

令和３年度 

一日図書館員、職場体験中止 

図書館バックヤードツアー：谷戸図書館 25人、柳沢図書館８人 

令和３年度施設見学：小学校１校 18人 

令和４年度 

一日図書館員（全６館にて実施）：小学生 57人、中学生９人 

図書館バックヤードツアー：中央図書館 24人、柳沢図書館８人 

職場体験：高校生２人 

施設見学：小学校 15校 893人、中学校３校 31人 合計 924人 

令和５年度 
一日図書館員（全６館にて実施）：小学生 63人、中学生５人 

図書館バックヤードツアー：中央図書館、谷戸図書館実施予定 
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取
組
内
容 

◇読書活動振興を目的に、要望に応じて放課後子供教室へ司書を派遣します。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

司書の派遣 

令和元年度から令和３年度まで新型コロナウイルス感染症拡大防
止の対応等により派遣延期、令和４年度に谷戸第二小学校にて試行
実施、令和５年度は、武蔵野大学学生が参加し、小学校５校（田無、
芝久保、谷戸第二、本町及び住吉小学校）にて実施した。 

 

取
組
内
容 

◇小学生向け冊子「であい」などの見直しを行います。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

発行物の見直し 
令和４年度「で・あ・い 2－小学生の本のリスト－」冊子を発行

し、令和５年度に同冊子にて紹介している資料の展示を実施した。 

 
取組③ ＹＡ（ヤングアダルト）世代の読書活動の推進 

 

取
組
内
容 

◇ＹＡ（ヤングアダルト）世代を対象とした読書会等、読書の楽しみを他者と共有
できるイベントを開催します。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

読書会等 
の実施 

令和元、２年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止の対応等に
より中止とし、令和３年度に「プレゼントブック」、令和４年度「短
歌」、令和５年度「文章教室」をテーマにワークショップを開催し、
アンケート実施、参加者から高い評価を得た。 

 

取
組
内
容 

◇中学生向け冊子「道しるべ」の改訂を行います。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

発行物の見直し 
令和４年度「道しるべ 2－中学生の本のリスト－」冊子を発行し、

令和５年度に同冊子にて紹介している資料の展示を実施した。 

 

取
組
内
容 

◇ＹＡ世代に向けて、調べ方案内（パスファインダー※）を作成し、いつでも活用
できるようにします。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

パスファインダー 

令和３年度、他自治体の公立図書館にて実施されている内容を調査・
収集し、令和４年度に、市内全中学校の学校司書にアンケート調査を
実施、中学生のニーズを把握した。同結果を踏まえ、パスファインダ
ーのテーマを選定し、令和５年度に「修学旅行（京都・奈良）」をテ
ーマにパスファインダーを作成した。 
 多くの YA世代の目に触れ、利用されるよう図書館ホームページ

に掲載するとともに、令和５年７月から開始した「西東京市子ども電
子図書館」に資料として登録した。今後もパスファインダーのテーマ
を拡充し、掲載・提供する予定である。 
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施策の方向性(3) 学校との連携・協力・支援を進めます 
 
取組① 学校・学校図書館への支援 

 

取
組
内
容 

◇学校司書と連携し、調べもの学習の協力・支援をします。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

学校司書との
連携 

令和元年度から５年度まで、各小中学校の授業で必要となる資料
や、調べ学習等で使う資料について、学校司書を通じて、学校図書館
では対応できない部分について、資料の収集・提供等の協力・支援を
進めた。 

 

取
組
内
容 

◇すいせん図書パック「いいね！！西東京市図書館おすすめ（セレクト）本」の活
用を進めます。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

活用の実施 

「すいせん図書パック」を周知したことにより、コロナ禍において
は活用され、学校支援につながった。また、コロナ禍以降も学校から
の「すいせん図書パック」の利用が継続し、令和５年度には、学校で
の活用に資するよう、セット内容の見直しを実施した。 

 

取
組
内
容 

◇文字が認識しにくい子どもを対象としたマルチメディアデイジーの提供を積極
的に進めます。また、学校との協力、連携により普及します。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

提供と連携 
による普及 

マルチメディアデイジーの児童向け新規タイトルを継続して毎年
度購入し、冊子としての目録に追加するとともに、自館作成のマルチ
メディアデイジー作成ソフト導入により、資料数を増やした。 
令和３年度から、作成及び購入したマルチメディアデイジーの巡

回展示を全館で実施するとともに、令和４年度以降、「まちなか先生」
やおはなし会等にて、資料の周知及び説明の機会を設け、児童や保護
者、学校の先生に理解を深めてもらい、普及につなげるきっかけ作り
の場となったものの、利用の拡大には至っていない。 

 
取組② 保護者、ＰＴＡとの連携と支援 

 

取
組
内
容 

◇子どもの本に関わる活動をする保護者・ＰＴＡに対して、絵本の読み聞かせ講座
を継続するなど、支援の充実に努めます。 

令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

令和元年度から３年度まで「西東京市小学校保護者のための読み聞かせ交流会」
は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の対応のため、開催を中止し、令和４年度
に「子どもたちにおはなしを ～おはなしボランティア入門講座～」（共催）（全３
回）を開催した。 
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取
組
内
容 

◇館外での講座・講演依頼に対して、積極的に司書の派遣を行います。 

令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

令和元年度から令和５年度まで、子どもの本の勉強会主催の定例会、令和元年度
に、ひばりが丘公民館「Como-café※」講座、保谷第一小読み聞かせサークル主催の
定例会、西東京市中学校教育研究会特別活動部会主催の「西東京市 Book festival」、
令和３年度に、南町地区会館ぞうさん文庫主催の定例会、西東京市芝久保公民館・
図書館共催講座「平和を考える講座『子どもと大人の平和を考える読み聞かせ』」に
図書館司書を派遣した。 

 ※Como-café： 

 

 

５ 「基本方針５ 地域、行政と連携した図書館サービスの向上」の取組 

 

施策の方向性(1) 市民、関係団体とのネットワークづくりを進めます 

 

取組① 市民、団体とのネットワークづくり 
 

取
組
内
容 

◇図書館と市民、様々な団体などと連携したネットワークづくりを進め、協働企画
などによるイベントを実施します。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

ネットワーク 
づくり 

令和３年度に、子ども読書活動推進計画策定記念「目で見る西東京
市子ども読書活動推進計画」パネル展を休館中の中央図書館を除く
全館で実施し、子どもの読書に関する活動を行っている団体のパネ
ルを全館で巡回展示を行った。 

 

取
組
内
容 

◇武蔵野大学と連携･協力し、相互利用を進めます。また、武蔵野大学からの依頼に
よる図書館職員の講師派遣を継続します。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

武蔵野大学 
との連携 

図書館利用者のへの武蔵野大学図書館利用証の貸出しは、令和元
年度以降、新型コロナウイルス感染症拡大防止の対応に伴い武蔵野
大学が受け入れを中止していたが、令和５年度から再開している。 
図書館職員の講師派遣については、コロナ禍後の令和３年度から

再開し、同年度は、武蔵野大学文学部日本語・日本文化学科主催「読
書への誘い」、令和４年度は、武蔵野大学文学部日本文学文化学科 1
年次「入門ゼミ B」特別授業（図書館司書）に講師派遣した。（※令
和５年度も継続して実施する予定） 

 

取組② 市民からの発信の場づくり 
 

取
組
内
容 

◇市民や地域で活動する団体と連携して、資料を介した図書館との情報交換や交流
を深める参加型の活動を進めます。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

参加型の活動 

令和元年度、善意による市民からの古文書解読の申し出があり、解
読した内容と当該古文書を地域・行政資料として、外部プラットフォ
ームを活用した「西東京市図書館／西東京デジタルアーカイブ」で掲
載した。また、市内の子ども読書活動に携わる方々からの推薦によ
る、詩人アーサー・ビナード氏を講師に招き、共催にて講座「日本語
と英語と虫語？」を実施した。 
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施策の方向性(2) 他自治体の図書館や市の他部局との連携を図ります 

 

取組① 近隣自治体とのネットワーク 
 

取
組
内
容 

◇多摩六都広域行政圏や四市行政圏、近隣自治体との相互利用などの広域連携によ
りサービスの充実を図ります。 

令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

多摩六都広域行政圏及び四市行政圏の連絡会に毎年度参加し、情報交換等による
連携を図り、また、東京都立図書館及び都内公立図書館との相互利用を継続し、西
東京市図書館未所蔵の予約対応に努めた。 

 

取
組
内
容 

◇連携している各自治体の図書館の発行物や講演会の開催情報を共有化し、利用者
へのサービス向上を図ります。 

令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

多摩六都図書館（小平市、東村山市、清瀬市、東久留米市）の広報活動担当者連
絡会に参加し、共同での図書館広報を進めた。 
紙媒体の「多摩六都利用案内」を発行した他、既存の多摩六都図書館ホームペー

ジを「たまろくナビ」にリニューアルしたことに伴い、紙媒体で発行していた図書
館ニュースを廃止して、「たまろくナビ」に WEB 情報として掲載し、利用者へのサ
ービス向上を図った。 

 

取組② 地域や行政との連携 
 

取

組

内

容 

◇行政各課職員の出前講座、他機関との連携・協力による人材を活用した講座・講
演会を開催し、所蔵資料の提供、二次資料の作成などにより、地域と市の他部局
との連携を進めていきます。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

他部局 

との連携 

次のとおり、他機関等と連携した。 

令和元年度 ・オリンピック・パラリンピック展示 
柳沢、ひばりが丘図書館にて東京都立図書館との連携 

令和２年度 ・男女平等参画（パリテ）展示 
柳沢図書館にて協働コミュニティ課との連携 

令和３年度 

・男女平等参画（パリテ）展示 
谷戸図書館にて協働コミュニティ課との連携 

・自殺予防展示 
保谷駅前、柳沢及びひばりが丘図書館にて健康課との連携 

・認知症展示 
保谷駅前、芝久保及び谷戸図書館にて高齢者支援課との連携 

令和４年度 

・男女平等参画（パリテ）展示 
芝久保図書館にて協働コミュニティ課との連携 

・自殺予防展示 
全館にて健康課との連携 

・女性の健康に関する展示 
中央図書館にて健康課との連携 

・認知症展示 
中央、保谷駅前及び谷戸図書館にて高齢者支援課との連携 
・フレイルに関する展示 
全館にて高齢者支援課との連携 
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令和５年度 

・自殺予防展示 
全館にて健康課との連携 

・認知症展示 
全館にて高齢者支援課との連携 

・フレイルに関する展示 
全館にて高齢者支援課との連携 

 

 

施策の方向性(3) ボランティアの拡大を推進します 

 

取組① 協力員の活動の推進 
 

取
組
内
容 

◇絵本と子育て事業については、読み聞かせ講師の協力による事業の充実を図りま
す。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

絵本と子育て 
事業の充実 

令和２年度以降、おはなし会を３～４ヶ月児健康診査会場での開
催ができていないため、読み聞かせ講師の協力は実現していないも
のの、令和５年度、読み聞かせ講師の協力による事業を実施するとと
もに、保育園、児童館での絵本プレゼントの配布を実施した。 

 

取
組
内
容 

◇音訳事業については、専門的な技術を必要とする音訳者の養成講座及び技術向上
のための研修を行い、サービスの充実を図ります。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

音訳者の育成 
技術向上の 
取組み 

音訳者については、毎年度、休会・退会者が出るものの、新規音訳
者を隔年で募集・育成することで、毎年度約 60名の音訳者の確保に
つなげることができた。また、活動中の音訳者に対しても継続して専
門研修を実施し音訳技術の質の向上につなげた。 

 

取組② ボランティアの育成に関する取組み 
 

取
組
内
容 

◇おはなし会ボランティアを育成し、子ども向けおはなし会の充実を図ります。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

おはなし会 
ボランティア 

の育成 

【基本方針４】未来を担う子どもの読書活動の支援－(1) いつで
もどこでも子どもが本に出会える場づくりを進めます－②市民、関
係団体、関係機関との連携・支援」の実施事業「おはなし会ボランテ
ィアの育成」にて掲載 

 

取
組
内
容 

◇宅配ボランティアを育成し、宅配サービスの拡大を図ります。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

宅配 
ボランティア

育成 

ボランティア（宅配協力員）の募集について、市報及び図書館ホー
ムページにて随時広報したことにより、増加する宅配希望者に対応
する人数を確保できた。 
宅配回数は、令和元年度から５年度の間に２倍以上に増加した。 
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取
組
内
容 

◇地域・行政資料で公開する電子化資料のテキスト化･解読・解説等における協力
者の活用を試行します。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

地域行政資料
の協力者の 
活用 

協力者による地域行政資料等の電子化について、令和元年度、旧田
無市の史編さん資料「つげの手紙」を民間で研究された方に解説及び
校正を依頼し、出来上がった資料をデジタルアーカイブとして公開
した。 
また、令和２年度、市内の朗読協力者により大型紙芝居を電子化

し、デジタルアーカイブとして公開した。一方で専門的知識・技能を
必要とする依頼内容を低報酬で協力者に依頼することになるため、
継続して協力者に依頼することが困難となり、本格的な実施に至ら
なかった。 

 

 

６ 「基本方針６ 効率的・効果的な運営体制の構築」の取組 

 

施策の方向性(1) 職員の専門性の向上を目指します 
 
取組① 職員のスキルアップに向けた取組み 

 

取
組
内
容 

◇窓口対応（接遇対応）や手話研修・外国語習得など、行政職員として必要な知識
を習得するための研修への積極的に参加します。 

令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

市の職員課又は東京区市町村自治会館主催の研修については、対象となる職員を
必ず派遣し、行政職員として必要な知識の習得に努めた。 

 

取組② 専門性の高い職員集団の育成 
 

取
組
内
容 

◇資質向上のための専門的な研修へ参加し、職員全体で情報を共有することで職員
組織の強化を図ります。 

令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

国立国会図書館及び東京都立図書館等が主催する図書館職員として必要となる
基礎及び専門研修へ参加し、職員個々の資質・知識等の向上に努めた。また、研修
内容を職員全体が把握できるように情報共有し、職員各自が知識等を得られる機会
を設けた。 

 

 

施策の方向性(2) 図書館ネットワークの強化を図ります 
 
取組① 中央図書館と地域館とのネットワークの強化 

 

取
組
内
容 

◇中央図書館と地域館の機能を明確にし、情報（資料）・物流・職員で形成されたネ
ットワークの一体的な運用を促進します。 

令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

現在の６館体制において、資料を各館に搬送する物流等の拠点として中央図書館
が中心館の役割を担い、また、地域館の職員が図書館資料の選書・発注時に中央図
書館に集まり図書館全体で効率的に業務が行えるよう努めるなど、一体的な運用が
安定且つ効果的に行えるよう取り組んだ。 
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取組② 中央図書館の機能拡充 
 

取
組
内
容 

◇中央図書館に求められる機能の課題について検討します。 

令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

市の他部局が所管する公共施設等総合管理計画策定に向けて、令和２年度から将
来的な新中央図書館構想における機能について、図書館内で検討を始めた。また、
検討結果を踏まえて、令和３年度から図書館協議会において、図書館としての在り
方について協議を依頼し、令和４年度「私たちの望む西東京市の図書館」が取りま
とめられた。 

 

取
組
内
容 

◇中央図書館施設の耐震化対応と老朽化した施設の改修を実施します。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

施設の対応 
について 

令和３年度、中央図書館・田無公民館耐震補強等改修事業により、
構造躯体の耐震補強等による利用者の安全確保、空調設備更新、照明
設備の LED 化等省エネルギー型機器への更新、外壁改修等劣化個所
の修繕・更新を実施した。 

 

取
組
内
容 

◇利用者の利便性の向上につながる施設について検討します。 

令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

令和３年度、中央図書館・田無公民館耐震補強等改修事業により、利用者の利便
性の向上のため、田無公民館１階学習コーナーの設置、トイレの洋式化、文庫書架、
雑誌書架の更新、地域・行政資料室の書架入替等によりレイアウト変更を実施した。 

 

取組③ 図書館システムの向上 
 

取
組
内
容 

◇市民の円滑な図書館利用を促進するため、図書館システムの使いやすさの向上と
安定的な運営に努めます。さらに、利用者ニーズの動向、情報メディアの多様化
等を見据え、それぞれの課題に対応するシステム更新をします。 

実施事業 令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

システムの 
向上 

利用者からの意見・要望を踏まえ、課題等を精査し、システム変更
の必要性を検討しながら、2ヶ月に 1度の頻度で図書館システムプロ
グラムの更新を実施した。 

 

 

施策の方向性(3) 利便性と効率性の向上に向け取組みます 
 
取組① 年度ごとの事業計画の作成と実施 

 

取
組
内
容 

◇本計画に掲げられた施策の方向性に沿って、具体的な取組み事業を計画し、実施
します。 

令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

年度ごとに各サービスに係る担当等が取組み内容を調整しつつ、事業計画を立案
し、計画に沿って事業を進めた。 
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取組② 事業の進捗管理と評価 
 

取
組
内
容 

◇ＰＤＣＡサイクルの考えに基づき、事業の進捗管理を行います。 

令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

毎年度計画・実施している事業等は、前年度事業計画の図書館協議会からの評価・
意見を参考にしながら、図書館内における検討結果や課題に対応するための取組等
が活かせるよう、実施できるよう計画し取り組んだ。 
図書館の運営に関する会議にて各事業等の逐次進行管理を行い、館長による全職

員との個別に面談により、各自が携わる事業の進捗状況や課題等を把握し、年度終
了後、各事業に対して、図書館で一次評価、図書館協議会での二次評価を得て、翌
年度の事業等に活かせるよう努めた。 

 

取
組
内
容 

◇事業目標および数値目標等に基づいた評価を行います。評価方法については、図
書館で一次評価し、図書館協議会で二次評価をします。 

令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

前「取組内容 ＰＤＣＡサイクルの考えに基づき、事業の進捗管理を行います。」
のとおり。 

 

取
組
内
容 

◇必要に応じ、利用者アンケート調査を実施します。 

令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

令和２年度に図書館管理システム更新に伴いリニューアルした図書館ホームペ
ージに関するアンケートを実施した。 
令和４年度に図書館利用に関するアンケートを実施し、本計画の策定に係る図書

館計画策定懇談会に結果及び分析等を示し、計画策定における基礎資料として活用
した。 

 

取
組
内
容 

◇評価およびアンケート調査の結果は、図書館ホームページ等により、市民に公表
します。 

令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

年度ごとの事業評価結果、令和２年度の図書館ホームページに関するアンケート
を公表、令和５年度に図書館利用に関するアンケートを公表した。 

 

取組③ 危機管理 

 

取
組
内
容 

◇利用者が安心、安全に利用できるための対策を実施します。個人情報の保護のた
めの研修の実施、情報セキュリティのための定期的な点検と研修の実施、災害対
策のための防災訓練とマニュアルの整備等を行います。 

令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

図書館管理システムに係る情報セキュリティに関する研修を図書館内で職員全
員を対象として実施するとともに、庁内システムに係る情報セキュリティに関する
庁内研修を毎年度、担当職員及び新任職員を対象として実施した。 

 

取
組
内
容 

◇災害時や災害後の状況の記録を残し、マニュアル作成に役立てます。 

令和元年度から令和５年度までの取組み内容 

火災を想定した防災訓練を各館で毎年度１回実施し、全職員の危機管理に対する
意識を高めた。 
また、３年に１回、全職員が対象となる救急救命講習へ参加し、急病人等への対

応に当たれるよう技能・知識の維持に努めた。 
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１ 利用登録等における現状と課題 

旧田無市、旧保谷市を経て、西東京市として誕生した以降、20％以上あった市民の登

録率は、平成 25 年度に 20％を切り、年々減少傾向にあったなか、令和元年度終わりか

らの新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う対応があり、また、令和２年度及び令和３

年度は感染症対策を取りながらサービスに努めたものの、中央図書館の耐震補強等改修

工事に伴う休館のため、大幅に利用者が減少し、併せて登録率も大幅に低下しました。

令和４年度は、コロナ禍の影響も少なくなるとともに、中央図書館が再開したことによ

り、登録率も若干回復傾向にあります。 
  

年度 
平成 

13年度 
平成 

14年度 
平成 

15年度 
平成 

16年度 
平成 

17年度 
平成 

18年度 
平成 

19年度 
平成 

20年度 

人口 179,126 183,308 185,513 187,674 189,688 191,921 193,016 194,066 

全体利用登録数 44,332 49,536 51,201 52,044 51,488 51,511 51,680 57,280 

市内利用登録数 36,967 41,010 41,988 42,460 41,805 41,848 41,714 43,339 

登録率 20.64% 22.37% 22.63% 22.62% 22.04% 21.80% 21.61% 22.33% 

年度 
平成 

21年度 
平成 

22年度 
平成 

23年度 
平成 

24年度 
平成 

25年度 
平成 

26年度 
平成 

27年度 
平成 

28年度 

人口 194,908 197,652 197,729 197,447 197,676 198,357 199,297 200,098 

全体利用登録数 57,333 57,101 55,507 54,752 51,608 50,593 51,073 50,579 

市内利用登録数 43,241 43,247 42,229 41,236 39,154 38,762 39,306 38,109 

登録率 22.19% 21.88% 21.36% 20.88% 19.81% 19.54% 19.72% 19.05% 

年度 
平成 

29年度 
平成 

30年度 
令和 
元年度 

令和 
２年度 

令和 
３年度 

令和 
４年度   

人口 201,292 203,222 205,653 206,067 205,726 205,943   

全体利用登録数 48,713 48,122 45,479 36,544 34,661 38,905   

市内利用登録数 36,657 36,155 34,496 27,861 26,243 30,735   

登録率 18.21% 17.79% 16.77% 13.52% 12.76% 14.92%   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 利用登録・アンケートにおける現状について 
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次に、令和４年度末時点の利用登録者における世代別の状況については、次の表のと

おりです。市外の利用者を除く、市内利用登録者の年代別登録者数です。 
 

世 代 登録者数 人口 登録率 人口割合 登録者割合 

乳幼児（0～6歳） 1,207 10,770 11.21% 5.23% 3.93% 

小学生（7～12歳） 2,870 10,571 27.15% 5.13% 9.34% 

中学生（13～15歳） 900 5,278 17.05% 2.56% 2.93% 

ハイティーン（16～19歳） 988 7,285 13.56% 3.54% 3.21% 

一般（20代） 2,284 22,590 10.11% 10.97% 7.43% 

一般（30代） 3,525 24,127 14.61% 11.72% 11.47% 

一般（40代） 5,295 30,314 17.47% 14.72% 17.23% 

一般（50代） 4,849 32,525 14.91% 15.79% 15.78% 

一般（60代） 3,640 23,023 15.81% 11.18% 11.84% 

一般（70代） 3,618 21,353 16.94% 10.37% 11.77% 

一般 (80代以上） 1,551 18,107 8.57% 8.79% 5.05% 

登録申込時生年月日未記載 8 － －   

合 計 30,735 205,943 14.92%   

   ※人口は、令和 5年３月 31日現在 

上記表の年代別登録率において、乳幼児を除く低い登録率は、高校生世代及び青年層

（20代）ではあるものの、人口割合と登録者割合との比較（相関）から、人口割合に比

して登録者割合が乖離している年代が 20代及び 80代以上であることが分かります。ま

た、20代の子育て世代の登録率が低いことが、乳幼児の登録率が低くなっている要因と

考えられます。 

次に、令和４年度の利用登録者における西東京市内町別の登録状況については、次の

表のとおりです。 

 

町名 登録者数 人口 登録率 町名 登録者数 人口 登録率 

田無町 1,934 13,985 13.83% 保谷町 1,925 12,419 15.50% 

南町 2,182 12,680 17.21% 富士町 1,660 11,742 14.14% 

西原町 847 6,878 12.31% 中町 999 7,496 13.33% 

緑町 507 3,857 13.14% 東町 1,430 8,539 16.75% 

谷戸町 2,706 14,049 19.26% 泉町 1,280 8,890 14.40% 

北原町 625 4,217 14.82% 住吉町 1,259 7,204 17.48% 

向台町 2,312 14,696 15.73% ひばりが丘 1,434 10,433 13.74% 

芝久保町 2,705 20,423 13.24% ひばりが丘北 713 4,636 15.38% 

新町 813 8,973 9.06% 栄町 738 4,373 16.88% 

柳沢 1,714 11,183 15.33% 北町 921 5,970 15.43% 

東伏見 592 5,017 11.80% 下保谷 1,439 8,283 17.37% 

    西東京市計 30,735 205,943 14.92% 

 

町別の登録率においては、谷戸図書館とひばりが丘図書館の徒歩圏内を占める谷戸町

が登録者数及び登録率として最も高く、中央図書館と芝久保図書館が徒歩圏内となる芝

久保町が登録者数として２番目に多いことが分かります。 
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２ 利用者アンケートにおける図書館への評価と新たな課題 

本計画を策定するにあたり、図書館サービス等について、図書館利用の有無にかかわ

らず、小学生以上の意識及び実態等を把握することを目的として、アンケート調査を一

般（15歳以上）は、令和５年３月 19日（日）から同年４月 24日（月）まで、市内小学

校及び中学校の児童・生徒は、同年４月 10日（月）から 24日（月）までの期間で実施

しました。 

図書館利用に関するアンケートとして、インターネットサイトの Logo フォームによ

る回答、又は記述提出用紙への記述による回答方法で実施し、15 歳以上からは、1,018

人、小学生からは、1,859人、中学生からは、739人から回答がありました。一般の回答

者の年齢階層、小学生及び中学生の学年は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15歳以上のアンケート調査の回答者として、最も回答した年齢層として、「40～49歳」

で全体の約３割を占め、小学生及び中学生ともに高学年になるほど、回答者が多いこと

が分かります。 

 

全アンケート項目から抜粋した内容の結果は、次項のとおりです。 

 

 (1) 一般（15歳以上）、小学生及び中学生への共通質問のアンケート結果 
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お住まいの町名を選んでください。

15歳以上 小学生 中学生 合計
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読書を月に１冊から５冊程度、図書館や書店又はインターネットにて本を手に取っ

ていることが分かります。また、インターネットが発展した現代にあって、パソコン

やスマートフォン等から情報を得ているだけでなく、紙媒体である本、新聞、雑誌か

ら情報を得ていることが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のアンケート回答者のほとんど方は、図書館への来館（利用）の経験があるも

のの、来館（利用）されない市民の方々が揚げた理由として、自身で本等を購入する

方を除き、利用しやすい身近に図書館がない理由が最も多いことが分かります。一方

で、地域の身近な図書館に来館した結果が西東京市内町別の登録状況に表れています。 
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3～5冊

6～9冊

10～19冊

20～29冊

30冊以上

無回答

新聞やマンガを除いて、１か月に何冊ぐらい本を読みますか。

15歳以上 小学生 中学生 合計

1,781 

625 

469 

2,883 

1,357 

230 

1,797 

1,133 

204 

87 

593 

81 

11 

本

新聞

雑誌

インターネット

テレビ

ラジオ

家の人に聞く

友人に聞く

職場の人に聞く

図書館の人に聞く

学校や塾の先生に聞く

その他

無回答

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

生活や仕事で必要な情報を、どのような方法で入手していますか。

15歳以上 小学生 中学生 合計

946 

534 

392 

641 

673 

664 

87 

45 

609 

0 200 400 600 800 1,000

中央図書館

保谷駅前図書館

芝久保図書館

谷戸図書館

柳沢図書館

ひばりが丘図書館

東伏見ふれあいプラザ

図書サービス

新町福祉会館

図書サービス

無回答

よく利用する西東京市の図書館・図書サービスを

選んでください。

15歳以上 小学生 中学生 合計

202

42

95

75

59

218

129

62

0 50 100 150 200 250

図書館が利用しやすい場所

・家の近くにないから

図書館の使い方が

分からないから

開館している日時に

利用できないから

魅力的な資料や必要な資料や

情報が得られないから

西東京市以外の図書館を

利用しているから

本や雑誌は自分で

買うようにしているから

本を読むことがすき（とくい）

ではないから

その他

あなたが西東京市図書館に来館（利用）しない理由を

教えてください。

15歳以上 小学生 中学生 合計
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15歳以上の図書館の利用形態としては、週に１度又は月に２、３回程度の来館で１

時間以内の利用時間であり、主に土曜日、日曜日、祝日の午前中に利用していること

が分かります。一方で、小学生及び中学生は月に１回未満の来館で１時間以内の利用

時間であり、主に土曜日、日曜日、祝日の午前 10時から午後４時までが最も利用して

いることが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

世代にかかわらず、図書館の場所として身近にあることが望まれています。 

 

 

 

 

 

7

3

1

4

4

9

3

0 2 4 6 8 10

図書館が利用しやすい場所にないから

図書館の使い方が分からないから

開館している日時に利用できないから

魅力的な資料や必要な資料や情報が得られないから

西東京市以外の図書館を利用しているから

本や雑誌は自分で買うようにしているから

その他

Q9 あなたが西東京市図書館に来館（利用）しない理由を教えてください。

0 500 1,000 1,500 2,000

住宅地の中にある

公共施設や学校の近くにある

商業施設などの近くにある

徒歩あるいは自転車で行ける場所にある

電車やバスなど交通アクセスに便利な場所にある

その他

【図書館の将来について】図書館がどこにあったら利用したいと思いますか

15歳以上 小学生 中学生

1,105

1,196

592

2,032

664

68

308

271

172

261

357

435

455

320

200

136

688

532

342

615

810

592

440

274

33

32

645

0 200 400 600 800

平日 10時～11時

平日 11時～12時

平日 12時～13時

平日 13時～14時

平日 14時～15時

平日 15時～16時

平日 16時～17時

平日 17時～18時

平日 18時～19時

平日 19時～20時

土・日・祝 10時～11時

土・日・祝 11時～12時

土・日・祝 12時～13時

土・日・祝 13時～14時

土・日・祝 14時～15時

土・日・祝 15時～16時

土・日・祝 16時～17時

土・日・祝 17時～18時

土・日・祝 18時～19時

土・日・祝 19時～20時

無回答

西東京市図書館をよく利用する

時間帯を選んでください。

15歳以上 小学生 中学生 合計

1,426 

1,001 

205 

44 

325 

594 

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

30分以内

30分～1時間

1時間～3時間

3時間以上

わからない

無回答

西東京市図書館の平均的な滞在時間を

教えて下さい。

15歳以上 小学生 中学生 合計

29

66

219

478

544

380

724

590

565

0 100 200 300 400 500 600 700 800

ほぼ毎日

週に4～5回

週に2～3回

週に1回くらい

月に2～3回

月に1回くらい

年に1回以上

わからない

無回答

西東京市図書館の来館頻度を

教えてください。

15歳以上 小学生 中学生 合計
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(2) 一般（15歳以上）、小学生及び中学生へそれぞれ質問・選択肢が異なる、又は中学

生以上への質問、小学生及び中学生のみの質問に対するアンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

943
184

191

57

64

21

8

17

19

20

12

13

0 200 400 600 800 1,000

本・雑誌・CDを借りる・返す

本を読む

雑誌を読む

新聞を読む

宿題や知りたいことを自分で調べる

図書館職員に読書や調べものの相談をする

（レファレンスサービス）

データベース専用席の利用

（中央図書館）

利用者用インターネットの利用

Wi-Fiの利用

図書館のイベントに参加

学習室の利用（保谷駅前図書館）

その他

来館の目的を教えてください。（15歳以上）

1,081

910

233

36

25

28

58

46

406

0 200 400 600 800 1,000

本などをかりるため

本などをよむため

しゅくだいや知りたいことをしらべるため

図書館の人に本やしらべもののそうだんをするため

Wi-Fi（ワイファイ）をつかうため

図書館のイベントにさんかするため

学習室（がくしゅうしつ）をつかうため（保谷駅前図書館）

その他

無回答

あなたが西東京市図書館に行くのはなんのためですか。（小）

387

291

102

7

16

4

38

14

174

0 50 100 150 200 250 300 350 400

本などを借りたり返したりするため

本などを読むため

宿題や知りたいことを自分で調べるため

図書館の人に本や調べものの相談をするため

Wi-Fiを使うため

図書館のイベントに参加するため

学習室を使うため（保谷駅前図書館）

その他

無回答

あなたが西東京市図書館に行くのは何のためですか。（中）
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前頁の図書館を利用又は来館する目的についての回答は、世代にかかわらず、本を

借りる、返す、読むためが最も多く、世代によって異なる点は見受けられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15歳以上及び中学生が図書館に力を入れて欲しいサービスとしては、本の充実が最

も多いことが分かります。また、「ホームページの使いやすさ」については、15 歳以

上と中学生とでは、15歳以上が３番目に望むことになっており、世代によって差異が

あることが分かります。 

 

587

294

186

164

79

67

57

68

132

64

206

109

44

106

61

237

107

130

103

113

252

15

29

24

14

38

49

25

11

25

39

2

17

94

57

37

227

0 100 200 300 400 500 600 700

大人向けの本の充実

子ども向けの本の充実

（乳幼児から中学生まで）

青少年向けの本の充実

（15歳から22歳くらい）

シニア世代向けの本の充実

レファレンス資料の充実

（辞典や調べるための本）

地域資料の充実

（西東京市に関する本等）

読書相談や調べもののお手伝い

（レファレンスサービス）

データベース専用席の拡大

（※現在、中央図書館のみ）

館内掲示や本の紹介

目や身体等が不自由なため図書館の

利用が困難な方に向けたサービス

大人向けのイベント

（講演会・講座など）

子ども向けのイベント

（おはなし会・講座など）

青少年向けのイベント

（ワークショップ・講演会など）

シニア世代向けのイベント

（講演会・講座など）

多文化理解のためのイベント

（おはなし会・講座など）

ホームページの使いやすさ

西東京市に関する資料や情報の、

インターネット上での公開

その他

無回答

15歳以上 中学生

今後、西東京市図書館で力を入れて欲しい取り組みを

選んでください（５つまで）。（中学生・15歳以上）
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選択肢が異なりますが、小学生への同様の質問においても、力を入れて欲しいサー

ビスとしては、本の充実が最も多いことが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生及び中学生が参加したいイベントとして、一日図書館員、ビブリオバトルや

ワークショップが多いことが分かります。（「おはなし会」は小学生のみ、「読書会」は

中学生のみの選択肢となっています。） 

 

 

 

 

 

 

 

684

481

306

258

383

290

272

291

121

462

0 100 200 300 400 500 600 700

子どもの本をたくさんそろえる

しらべがくしゅうの本をたくさんそろえる

西東京市についての本をたくさんそろえる

しらべもののおてつだい

本のあんないをたくさんする

目やからだなどがふじゆうなため図書館を

つかうことがむずかしい人へのサービス

子ども向けのおはなし会や一日図書館員

（いちにちとしょかんいん）などのイベント

いろいろな国のことを知るためのイベント

その他

無回答

西東京市図書館でやってほしいことはなんですか。（小）

552

480

146

680

382

106

191

241

28

114

98

170

16

176

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500 550 600 650 700

一日図書館員

おはなし会

講演会

ビブリオバトル

ワークショップ

読書会

その他

無回答

あなたは、図書館のイベントでどんなものに参加したいですか。

（小学生・中学生）

小学生 中学生
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今後の図書館に役割として特に望むことは、資料が保存され、生涯学習の支援、子

ども読書活動に取り組み、また、貸出・返却・予約以外に最も望まれる機能として、

大人、子ども向けの本を読むためのスペースであり、次に図書館内にある学習室・自

習室が望まれてことは、短時間の利用ではなく、ある程度の時間、図書館で読書や勉

強ができ、ゆっくりと過ごすことができる施設機能が望まれていることが推察されま

す。 

また、アンケートの選択肢以外に記入できる「その他」、「自由意見」の詳細につい

ては、図書館ホームページに掲載していますのでご参照ください。 

468

177

355

370

168

151

39

204

50

263

29

0 100 200 300 400 500

資料の保存

専門的な知識を持つ職員による支援

生涯学習の支援

子ども読書活動の推進

市立小中学校との連携

地域や人との交流の場の創出

地域・市民との協働事業の推進

様々な世代の居場所（サードプレイス）の保障

まちづくりのための集客

デジタル技術を活用したサービス展開

その他

西東京市図書館の役割として特に望むものを選んでください（3つまで）。（15歳以上）

646

355

123

168

149

340

134

94

176

183

160

421

166

95

37

506

69

298

18

96

67

82

7

27

105

180

71

340

20

4

0 200 400 600 800

書架・閲覧スペース（本を読むためのスペース）

新聞・雑誌コーナー

視聴覚コーナー

課題解決支援（健康医療・法律・ビジネス・シニア・青年期・

多文化）コーナー

レファレンス室・カウンター（職員が対応する調べもの相談）

子どものコーナー（絵本・児童書コーナー、読み聞かせがで

きるスペース、本を読むためのスペース等）

YA（ヤングアダルト、中高生向け）コーナー

地域・行政資料室（西東京市の歴史や行政に関する資

料）・カウンター

ハンディキャップサービス（目や身体等が不自由なため図

書館の利用が困難な方へのサービス）

調べものをするためのインターネット席

パソコン利用席

学習室・自習室

打ち合わせや共同で活動できる部屋

図書館事業（おはなし会や音訳・点訳等）に協力していただ

く団体・ボランティアのための活動室

その他

15歳以上 中学生

【図書館の将来について】貸出・返却・予約の受け取り以外で、

必要だと思う機能を選んでください（5つまで）。（15歳以上、中学生）
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１ 基本理念 

基本理念については、平成 21 年度に策定した「西東京市図書館基本計画・展望計

画」及び前図書館計画の基本理念を継承します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 基本方針 

前図書館計画にて様々な事業に取り組んだ結果、解決できていない課題やこれから

の時代に図書館に求められている要望等を踏まえて、本計画では、前図書館計画の６

つの基本方針の理念を継承しつつ、実現に向けて１から６までの基本方針として、次

のとおり定め、それぞれの基本方針に沿った施策の方向性を示します。 

  

【基本方針１】 資料の収集と保存を充実するために 

 【基本方針２】 すべての市民に活用されるために 

 【基本方針３】 西東京市の文化・歴史を次世代に継承するために 

 【基本方針４】 未来を担う子どもの読書活動を支援するために 

 【基本方針５】 地域との協働・行政との連携を構築・向上するために 

 【基本方針６】 図書館の運営体制・サービス基盤を充実させるために 

 

３ 計画の体系 

「基本理念」に基づく６つの基本方針ごとに「施策の方向性」を示し、それぞれの

「施策の方向性」を実行するための体系として、「取組項目」を位置づけています。 

そして、「取組項目」ごとに取り組むべき内容である「取組内容」を設け、計画的に

取り組む内容として、毎年度の事業計画に反映し、図書館事業として実施していきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 計画の基本的な考え方 

≪市民とともに学び、考え、成長する図書館をめざします≫ 

西東京市図書館は、市民のひとりひとりが自ら学び、考え、成長し、決定し、自

らの責任で行動するために必要とされる知識や情報を分け隔てなく市民すべてに提

供する公共サービス機関として、時代に適合した品質の高いサービス提供に積極的

に取り組み、成長する図書館であり続けます。 

基本理念

6つの基本方針

施策の方向性

取組項目

【取組内容】毎年度の事業計画に基づく事業
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＜計画の体系図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施
策
の
方
向
性 

【基本方針１】資料の収集と保存を充実するために 

施策の方向性（１）将来の図書館利用を見据えた資料を収集し保存します 

施策の方向性（２）様々な形態の資料についての整備を進めます 

施
策
の
方
向
性 

施策の方向性（１）誰もが学べる環境の整備を進めます 

施策の方向性（２）市民の生活課題、地域課題に向けた取り組みを進めます 

施策の方向性（３）資料と情報の積極的な提供と活用を図ります 

施策の方向性（４）すべての市民に届く効果的な広報活動をおこないます 

施
策
の
方
向
性 

施策の方向性（１）西東京市に関する資料と情報を収集し保存します 

施策の方向性（２）西東京市に関する資料と情報について、活用・発信します 

【基本方針２】すべての市民に活用されるために 

【基本方針３】西東京市の文化･歴史を次世代に継承するために 

取組内容 

取組内容 

取組内容 

取組内容 

取組内容 

取組内容 

取組内容 

取組内容 
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施
策
の
方
向
性 

【基本方針４】未来を担う子どもの読書活動を支援するために 

施策の方向性（１）いつでもどこでも子どもが本に出会えるきっかけをつくります 

施策の方向性（２）子どもの成長に沿った取組みを進めます 

施策の方向性（３）小・中学校との連携・協力・支援を進めます 

施
策
の
方
向
性 

施策の方向性（１）地域で活動する市民、団体の活動を支援します 

施策の方向性（２）他自治体の図書館や市の他部局との連携を図ります 

施策の方向性（３）ボランティアの拡大を推進します 

【基本方針６】図書館の運営体制・サービス基盤を充実させるために 

施
策
の
方
向
性 

施策の方向性（１）職員の専門性の向上を目指します 

施策の方向性（２）図書館間のネットワーク維持及び将来的な図書館の在り方の検討 

施策の方向性（３）計画の効果的な進行管理と市民要望の反映に取り組みます 

【基本方針５】地域との協働・行政との連携を構築・向上するために 

取組内容 

取組内容 

取組内容 

取組内容 

取組内容 

取組内容 

取組内容 

取組内容 

取組内容 


